
                                    

                                    

                                    

                                    

第 200号 

平成 27年 2月 1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

第

号
の
主
な
記
事 

１
面 

か
わ
ち
図
書
館
ま
つ
り
・
読
書
生
活 

２
面 

テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
！
・
か
わ
ち
図
書
館

ま
つ
り
・
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト 

３
面 

ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
・
リ
サ
イ
ク
ル
市
報
告
・
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り
：
第
６
回 

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

宇都宮市立豊郷南小学校長 

刀川 啓一 

剣
道
を
始
め
た
子
供
の
時
、
父
親
が
吉
川
英
治

の
著
書
「
宮
本
武
蔵
（
全
10
巻
）」
を
指
さ
し
、「
こ

れ
か
ら
の
人
生
の
参
考
に
な
る
か
ら
読
ん
で
み
な

さ
い
。」
と
言
わ
れ
た
。 

差
し
出
さ
れ
た
本
は
、
厚
い
カ
バ
ー
の
箱
に
入

っ
て
お
り
、
文
体
は
旧
仮
名
遣
い
で
、
小
学
生
の

自
分
に
は
読
む
こ
と
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
た
が
、
何

と
か
完
読
し
、
こ
れ
で
父
親
に
近
づ
け
た
思
い
が

し
た
。 

こ
ん
な
私
に
対
し
５
年
生
だ
っ
た
長
男
か
ら

「
富
士
山
に
登
り
た
い
。」
と
い
う
提
案
を
受
け
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、「
ぼ
く

の
一
輪
車
は
雲
の
上
」
と
い
う
本
を
読
ん
で
、
自

分
も
登
場
す
る
健
太
の
よ
う
に
富
士
山
に
登
り
た

い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。 

さ
っ
そ
く
そ
の
年
の
夏
休
み
を
利
用
し
、
家
族

で
富
士
登
山
に
挑
戦
し
何
と
か
登
頂
で
き
た
。 

男
親
と
し
て
、
父
が
私
に
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、

自
分
も
息
子
に
対
し
て
、
人
生
に
役
立
つ
こ
と
を

本
を
通
し
て
で
き
た
よ
う
に
思
う
。 

本
校
は
、
読
書
活
動
に
よ
っ
て
子
ど
も
を
育
て

る
教
育
が
認
め
ら
れ
、
今
年
度
、
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
い
た
だ
い
た
。
本
校
の
子
ど
も
た
ち
も
本

を
通
し
て
親
子
の
絆
を
深
め
て
い
る
と
確
信
す
る

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。 

 

本
で
親
子
の
絆
が
生
ま
れ
た 

バルーンアートにみんな釘づけ！（上） 

ミヤリーと「はいポーズ！」（下） 

～かわち図書館まつりについては、２面をご覧ください 

館報としょかん第 200号発行記念 

館報としょかん今昔 

市内５図書館において、創刊号をはじめとする 

懐かしの館報の展示をします。ぜひご覧ください。 

期間：平成 27年 2月 3日（火）～3月 5日（木） 

かわち図書館まつり 



                                    

                                    

                                    

                                    

う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞
決
定
！ 

リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果 

テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
が 

で
き
ま
し
た
！ 

～
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

マンドリン演奏会 

リース作り 

凧の手作り教室 絵手紙教室 

かわち図書館

まつりを開催

しました 

 

平
成
26

年
11

月
30

日
・
12
月
６
日
・
７
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
か

わ
ち
図
書
館
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

初
日
の
お
は
な
し
き

ゃ
ら
ば
ん
つ
ぼ
み
座
公

演
は
観
客
が

名
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。
２
日
目
の
寄
せ
植
え
講
座
や
絵
手
紙
教
室
、

３
日
目
の
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
や
リ
ー
ス
作
り

な
ど
も
人
気
で
、
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
ま
た

こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。 

図
書
館
は
今
後
も
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ

い
の
き
っ
か
け
作
り
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

 

宇
都
宮
の
中
心
市
街
地
に
あ
る
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
一
部
に
、
学
校
帰
り
の

高
校
生
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、「
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま

し
た
。 

 

高
校
生
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
！
素
敵
な
何
か
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

マンガ雑誌も 

あります！ 

ちょっとひと息

はこちらで！ 

進路に関する 

情報をゲット！ 

交流ノートに 

文やイラストを

自由に書いてね 

◆
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト 

 

開館時間 午前 8時 30分から午後 7時（平日） 

     午前 9時 30分から午後 7時（土日祝） 

休館日  年末年始 

東
図
書
館
主
催
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

」
を
平
成
26
年
12
月
20
日

に
併
設
の
東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

「
人
と
ま
ち
と
音
楽
と
、
そ
し
て
図
書

館
が
ひ
と
つ
に
な
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

定
期
的
に
開
催
し
て
今
回
で
５
回
目
に
な

る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
。
３
グ
ル
ー
プ
が
出
演

し
、
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー

か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ま
で
演
奏
し
ま

し
た
。

名
を
超
え
る
来
場
者
は
、
曲
の

解
説
や
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
の
演
奏
に

リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
演
奏
さ
れ
た
曲
の
入
っ
た
Ｃ
Ｄ

を
図
書
館
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
た

の
で
、
多
く
の
方
が
図
書
館
に
寄
っ
て
借

り
て
帰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

ティーンズ雑誌コーナー 進路・進学コーナー 

交流スペース 立ち読みコーナー 



                                    

                                    

                          
 

 東図書館 南図書館 

購入者数（人） 351人 444人 

販売冊数（冊） 1,903冊 2,045冊 

販売金額（円） 165,650円 166,100円 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

調
べ
方 

 

宇
都
宮
の
歴
史
上
の
人
物
だ
っ
た
の
で
、『
う
つ
の
み
や
の
歴
史
』（
平
成
４
年 

宇

都
宮
市
）
で
宇
都
宮
城
主
の
変
遷
を
見
て
い
く
と
、
戸
田
姓
で
は
戸
田
忠
真
（
た
だ
ざ

ね
）と
い
う
人
が
最
初
に
出
て
き
ま
し
た
。『
栃
木
県
歴
史
人
物
事
典
』（
平
成
７
年 

下

野
新
聞
社
）
で
は
、
戸
田
宇
都
宮
藩
初
代
藩
主
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、『
宇
都
宮
城
主 

戸
田
御
家
記
』（
昭
和
36
年 

松
井
恒
太
郎
編
著 

宇
都

宮
史
料
保
存
会
）
は
、
昭
和
初
期
に
戸
田
家
ゆ
か
り
の
人
物
が
ま
と
め
た
戸
田
家
の
伝

記
を
後
年
に
刊
行
し
た
も
の
で
、
よ
り
細
か
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

回
答 戸

田
家
で
宇
都
宮
藩
主
に
な
っ
た
最
初
の
人
は
戸
田
忠
真
で
し
た
。
忠
真
は
慶
安
４

年
（

）
に
老
中
・
戸
田
忠
昌
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
元
禄
14
年
（

）、

「
忠
臣
蔵
」で
有
名
な
浅
野
内
匠
頭
が
江
戸
城
で
刃
傷
事
件
を
起
こ
し
、そ
の
後
任（
勅

使
饗
応
役
）
を
務
め
た
後
に
、
越
後
国
の
高
田
、
続
い
て
宇
都
宮
へ
と
国
替
え
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。
正
徳
４
年
（

）
に
老
中
と
し
て
幕
政
を
担
い
、
享
保
14
年
（

）

10
月
に
死
去
し
ま
し
た
。 

 

参
考
文
献 

『
宇
都
宮
市
史 

第
６
巻
近
世
通
史
編
』（
昭
和
57
年 

宇
都
宮
市
） 中

央
図
書
館
作
成 

 

フ
ァ
イ
ル 

：
６ 

 
 

江
戸
時
代
、
戸
田
家
で
宇
都

宮
藩
主
に
な
っ
た
最
初
の
人

は
誰
で
す
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
人
で
す
か
。 

平
成
26
年
10
月
６
日
～
19
日
の
期
間

に
、
来
館
者
を
対
象
と
し
て
「
図
書
館
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
中
学
生
以
上
３
千

人
、
小
学

生

人
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
図
書
館
が
目

指
す
べ
き
方
向
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
か
」
と
い
う
質
問

に
対
す
る
回
答
の
集
計
結
果
で
す
。（
上
記

の
グ
ラ
フ
） 

利
用
者
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
、
今
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
役
立
て
い
き
ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 
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休館日を減らす 

開館時間を延長する 

施設の改修を計画的に行い、設備を充実する 

地域資料を電子化しインターネットなどで見られる 

電子書籍を一定期間利用できる、貸出サービスを行う 

ベストセラーや人気の本を増やし、予約待ちを減らす 

外国語資料や外国人のための利用案内などを充実する 

高齢者の利用しやすい資料の充実や施設づくりを行う 

子どもへの読書活動支援をより一層充実する 

調べ物に関する相談に的確に対応できる職員を配置する 

生活や趣味、仕事や勉強の参考になる本や情報を増やす 

（複数回答可／単位 人） 

リ
サ
イ
ク
ル
市
報
告 

～
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

平
成
26
年
11
月
16
日
に
南
図
書
館
、

12
月
12
日
・
13
日
に
東
図
書
館
に
お
い

て
開
催
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果
報
告

で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

図書館が目指すべき方向 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
平
成
27
年

３
月
13
日
（
金
）・
14

日
（
土
）
に
河
内
図
書

館
に
お
い
て
、
上
河
内

図
書
館
と
合
同
で
開

催
し
ま
す
。 



                                    

                                  
 

  

                             

平成２６年度リサイクル市開催予定 

館報としょかん 第２００号  

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  

 

（編集発行） 

中央図書館  明保野町７番５７号 〒320－0845 ℡028－636－0231 

東図書館  中今泉３丁目５番１号 〒321－0968 ℡028－638－5614 

南図書館  雀宮町５６番地１   〒321－0121 ℡028－653－7609 

上河内図書館  中里町１８２番地１ 〒321－0414 ℡028－674－1123 

河内図書館  中岡本町３３９７番地 〒329－1105 ℡028－673－6782 

 

◆
編
集
後
記 

 

『
図
書
館
が
何
を
考
え
、
ど
う
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
「
誘
い
水
」
に
』
―
。
館
報

創
刊
号
を
飾
っ
た
こ
と
ば
で
す
。 

号
ま
で
発
行
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み

な
さ
ま
と
図
書
館
を
つ
な
ぐ
館
報
を

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。（
中
央
） 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り 

第
６
回 
パ
ル
テ
ィ 

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

ＤＡＴＡ 

■所在地 〒320-0071 

宇都宮市野沢町 4-1

■連絡先 028-665-7700  

■休館日 年末年始・臨時休館日 

特別整理期間 

■開館時間 

9:00～20:00（火～土） 

9:00～16:00（日） 

■ホームページ 

http://www.parti.jp/jouhou/i

ndex.html 

 

宇
都
宮
市
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
図
書
館
」
の

ほ
か
に
も
、
図
書
な
ど
を
貸
し
出
す
施
設
が
あ
る

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

第
６
回
は
、
図
書
館
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
施

設
と
し
て
、
パ
ル
テ
ィ
（
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
）
の
、「
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
同
施
設

を
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
財
団
の
、
福
田
事
務
局
長
兼
総
務
課
長
で
す
。 

平
成
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ル
テ
ィ
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
の
開
催
や
、
情
報
提
供
、
相
談
、
貸
館
な

ど
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
情
報
提
供
事
業
と
し

て
、「
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
あ
り
、
資
料
の
貸

し
出
し
だ
け
で
な
く
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス･

サ
ー
ビ
ス

（
相
談
業
務
）
も
お
こ
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

宇
都
宮
市
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
図
書
館
」
の

ほ
か
に
も
、
図
書
な
ど
を
貸
し
出
す
施
設
が
あ
る

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

第
６
回
は
、
図
書
館
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
施

設
と
し
て
、
パ
ル
テ
ィ
（
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
）
の
、「
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
同
施
設

を
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
財
団
の
、
福
田
事
務
局
長
兼
総
務
課
長
で
す
。 

平
成
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ル
テ
ィ
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
の
開
催
や
、
情
報
提
供
、
相
談
、
貸
館
な

ど
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
情
報
提
供
事
業
と
し

て
、「
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
あ
り
、
資
料
の
貸

し
出
し
だ
け
で
な
く
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス･

サ
ー
ビ
ス

（
相
談
業
務
）
も
お
こ
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

宇
都
宮
市
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
図
書
館
」

の
ほ
か
に
も
、
図
書
な
ど
を
貸
し
出
す
施
設
が

あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

第
６
回
は
、
図
書
館
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ

施
設
と
し
て
、
パ
ル
テ
ィ
（
と
ち
ぎ
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
）
の
、「
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
お
話
を
伺
っ
た
の

は
、
同
施
設
を
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
と
ち

ぎ
男
女
共
同
参
画
財
団
の
、
福
田
事
務
局
長
兼

総
務
課
長
で
す
。 

平
成
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ル
テ
ィ
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
の
開
催
や
、
情
報
提
供
、
相
談
、

貸
館
な
ど
、
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
情

報
提
供
事
業
と
し
て
、「
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

が
あ
り
、
資
料
の
貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス･

サ
ー
ビ
ス
（
照
会
・
相
談
）
も

お
こ
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

■
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
特
徴 

 

「
男
女
共
同
参
画
」
と
聞
い
て
、
堅
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

蔵
書
は
、
図
書
だ
け
で
な
く
、
雑
誌
や
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
女
性
の
社
会
進
出
を
扱
う
コ
ミ

ッ
ク
（
ま
ん
が
本
）
な
ど
、
お
よ
そ
２
万
点
を

超
え
ま
す
。
全
国
か
ら
送
ら
れ
る
情
報
誌
等
や

行
政
資
料
も
充
実
し
て
い
る
一
方
で
、
絵
本
や

紙
芝
居
も
あ
り
、
お
子
様
連
れ
で
の
利
用
も
多

い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

「
図
書
館
に
比
べ
た
ら
…
」
と
福
田
事
務
局

長
は
謙
遜
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
収
集

量
、
内
容
を
み
て
も
、
さ
な
が
ら
専
門
図
書
館

の
よ
う
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
新
着
図

書
案
内
」
や
「
図
書
の
検
索
・
予
約
」
の
シ
ス

テ
ム
が
あ
り
、
内
容
や
テ
ー
マ
別
の
書
棚
の
ほ

か
、
特
集
を
組
ん
だ
図
書
の
紹
介
も
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

■
利
用
す
る
に
は
… 

 

資
料
の
閲
覧
は
、
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
資
料

を
借
り
る
場
合
に
は
、「
利
用
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す
。

住
所
・
氏
名
の
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、

運
転
免
許
証
等
）
を
ご
提
示
の
う
え
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

個
人
の
方
は
、
図
書
が
５
冊
／
２
週
間
以
内
、
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
団
体
向
け
で
、
２
点
／
２
週
間
以

内
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

窓
の
外
に
緑
が
見
え
る
閲
覧
席
も
あ
り
、
近
隣
の

中
高
生
が
立
ち
寄
っ
た
り
、
小
学
生
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
館

内
閲
覧
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
気
軽

に
男
女
共
同
参
画
に
興
味
や
理
解
を
も
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
お
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

書棚の様子 

← 

行政資料 

全
国
か
ら
の
情
報
誌 

新
着
・
特
集
コ
ー
ナ
ー 

お話を伺った 

福田事務局長 

http://www.parti.jp/jouhou/index.html
http://www.parti.jp/jouhou/index.html

